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平成 28年 第４回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  平成 28年 4月 22日（金） 午後 1時 

 

２ 招集場所  大河原町役場 議員執務室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員長、丹羽宜博委員、古山陽子委員、齋一志教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 尾形 彰、生涯学習課長 大槻 文彦、学校教育専門監 千葉 英一 

 

５ 開  会  午後 1時   

 

６ 平成 28年第 3回教育委員会定例会会議録の承認について  

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。  

丹羽委員、古山委員 署名。 

 

７ 平成 28年第 4回教育委員会定例会会議録署名の委員指名について 

   舟山委員長  齋教育長、一盃森委員を指名する。 

 

８ 教育長報告 

（１） 一般事務報告 

報告第４号 平成 28年度町立小中学校児童生徒数及び施設状況について 

（教育総務課長説明） 

 平成 28年度町立小中学校児童生徒数及び施設状況についてご説明申し上げる。 

 資料は 1ページから 2ページである。（詳細は資料参照） 

 

舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

 

報告第３号 平成 28年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

（教育総務課長説明） 

 平成 28年度要保護及び準要保護児童生徒の認定についてご説明申し上げる。 

 資料は 3ページから 4ページである。（詳細は資料参照） 

 

舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 
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９ 選挙 

  選挙第 1号 委員長の選挙について 

（教育総務課長説明） 

 委員長の選挙についてご説明申し上げる。 

 資料は 5ページと別紙資料である。（詳細は資料参照） 

 現教育長の改選までは旧制度とし、委員長の選挙は毎年 4月に行うものとなる。「地方教育行政の

組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」等の規定により委員による互選によるものであ

る。委員長推薦又は指名推薦の場合は委員全員の同意を得ることが必要である。 

 

 舟山委員長  以上の説明により推薦で行うことでよろしいか。 

 委員全員   異議なし。 

 舟山委員長  指名はあるか。 

 一盃森委員  舟山委員長に引き続きお願いしたい。 

 委員全員   異議なし。 

 舟山委員長  では委員全員の同意を得たので、恐縮ですが引き続き教育長満期まで務めさせて

いただく。 

 委員全員   よろしくお願いします。  

    

１０ その他 

（１） 教育長報告 

（説明者：齋教育長） 

資料は別紙資料（校長会資料）である。 

Ⅰ平成２８年度 大河原町の教育課題 

 ＜学校教育＞ 

１ 学力向上 

 １ 年 2回の標準学力テストの有効活用 検証改善 

 ２ データベースの有効活用 今年度から中学校英語もデータベース導入 

 ３ 大河原中学校の学力向上 ここ数年学力低下が続いている。重点的に遂行していく。  

２ 子どもの心のケアハウス 

   学校とのスムースな連携 

３ 暗唱読本の活用 楽しんで取り組んでほしい。家庭学習との連携。 

４ 攻撃は最大の防御なり 

  「不登校を減らす」のではない。 魅力ある学級をどう作るのか である。 

  励まし、賞賛、感謝の言葉  

５ 防災・安全教育の充実 防災担当を金小⇒南小へ。防災安全担当主幹教諭。 

いじめ・不登校も担当。地域との密接な関係大事に。 

６ 「体力向上」の充実  大河原南小学校を参考に 

７ 「国際理解協力」の充実  大河原南小学校中心に 今年 10月にホームステイ来日予定 
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８ 学校ホームページの充実  

９ 給食センター建設計画 9月までに最終方向性を決定 

10 給食アレルギー対策万全に 

11 ゲーム・携帯・スマホのよりよい使い方 

12 「教員免許状」「運転免許証」の有効期限確認 

＜社会教育＞ 

 １ 地域総合型スポーツクラブの設置 

 ２ クロスカントリー大会の実施 

 ３ 行政組織機構の見直し 

 ４ 町民学園事業の充実 対象の明確化 

 ５ 「絵本コーナー」充実 

 ６ 「歩きたくなるまち おおがわら」 

 ７ 中央公民館の老朽化対策 

 

  Ⅱ学校経営に期待する 

１ 人事は 4月から 

２ 教頭、主幹教諭、教務主任、研究主任、学年主任、事務職員等を学校の中核とし、 

 校長のよき理解者とする 

３ 不易と流行を使い分ける 

４ 地域を味方につける 連携では力にならない 地域の力を学校に 

５ 校長会で「学校便り」交換 

 

Ⅲ 管内教育長会議から（校長会議資料参照） 

  １ 宮城県教育基本方針（略） 

  ２ 人事異動後の情報把握 

  ３ 教職員の事故防止 

  ４ 校長の教職員に対する指導と勤務状況の把握 

  ５ 指導主事学校訪問 大河原中学校 学力向上研究指定校最終年度公開研究発表 

  ６ その他 

（１） 学力・学習状況調査 

（２） 平成 28年度校長、教頭候補者選考 

（３） 教育事務所長等の学校訪問 

Ⅳ 事故防止 

  １ 職員の事故郷防止 

  ２ 児童・生徒の事故防止 新年度当初不慣れな環境での事故防止に留意。 

  ３ 危機管理 

Ⅴ その他 

  １ 職員の家庭生活を大切に 家庭の支えがあってこその教員生活 意識して感謝の言葉を 
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  ２ 登校支援ネットワーク事業 不登校傾向児童生徒も対象に 

Ⅵ 新教育委員会制度への移行に関する調査の結果に係る留意事項について（文科省通知） 

   新教育委員会制度 

    改正のねらい 地方教育行政に対する責任体制の明確化  

    総合教育会議の議事録の作成・公表 

    大綱の作成 

    教育委員会の会議の運営   原則公開 運営の工夫 保護者や住民の意見紹介 

    教育委員会活動状況の点検評価   保護者や住民の意見を聞くことが望まれる 

    学校の裁量拡大   

  

（質 疑）    

舟山委員長  給食センターの建設については 9 月をめどに建設運営についての方向性を決める

ということであるが。 

教育長     他の自治体や民間企業との協力運営による方法を検討している。 

舟山委員長   町民学園の対象事業明確化で、地区のお茶っこ飲み会の対象をしぼったというこ

とだが。 

生涯学習課長  お茶っこ飲み会については、健康教室に限るということにした。町民の健康促進・

生きがいづくりのために始まった町民学園事業であるが、事業の間口が広がったこ

とから今後も整理して進めていきたいと考えている。 

丹羽委員    お茶っこ飲み会の参加者は女性が多いのではないか。 

生涯学習課長  ほとんど女性が参加している。 

舟山委員長   男性の参加を促す事業がもっとなされると良いのではないか。 

教育長     男性参加者が多いのは、今のところ健康マージャン。スポーツ関係も含めて、若い

人の参加も促すような事業展開を今後考えていかなければと考えている。 

生涯学習課長  参加しても町民学園ポイントはいらないという方も半数とのこと。 

舟山委員長   図書館利用者はほとんど壮年男性である。男性が外でしゃべるような機会も少な

いのではないか。健康面からも、男性の参加をもっと促す事業が展開されると良いと

思う。 

丹羽委員    金ケ瀬小学校で一クラス増えて、あと教室がもうないという話を聞いたが。 

教育長     将来の大河原町の構想を考えていかなければならない。金ケ瀬は微増だが、いつま

で続くかはわからない。他の学校区も同様に、今後の将来の大河原町の学校の姿の方

向性を考えていかなければならないという時にきている。 

舟山委員長   新しい住宅地もできたが、10年先の状況はまた変わってくる。 

教育長     人口の見通し、産業構造、他市町の動向を総合的に見て考えていかなければならな

い。 

教育総務課長  人口減少社会に突入していることは明らかなので、学区ごとの動向を見てその先

をどうやって読んでいくかが大事。 

教育長     その方向性を教育委員の皆さんにも考えていただきたい。 



 

- 5 - 

 

一盃森委員   町で持っているデータを見せていただきながら考えていかなければならない。 

教育総務課長  町でも人口を増やしていく施策を講じながら目標を掲げて進めていく予定。 

       施策事業についても皆さんにお示ししながらご検討いただく。 

        柴田農林高校と大河原商業高校の 5 年後の統合が県から示されたように、町でも

時間をかけてあたっていかなければならない。 

一盃森委員   人口は微増だが、世帯数は増えているということ。都会に出た若い人が U ターン

した人口は把握しているのか。 

教育総務課長  まだそこまでの把握には至っていない。しかし住みやすさから転入してくる若い

世帯は多いのだが、子どもの就学とともに、親の勤務を続ける為に面倒を見てもらえ

る実家へ戻ることから転出する世帯も多い。住み続けていただく施策も重要。 

一盃森委員   若い人たちの安定した雇用が本当に大事だと思う。 

教育長     大河原町の財力がいつまで続くのかも見据えて検討することも重要。 

教育総務課長  コンパクトシティであるという特徴が救いである。 

丹羽委員    どこまでもつかということも見据えて検討していかなければならない。 

舟山委員長   中学校はある程度の人数がないと、授業展開も限定的になる。子ども達の成長にと

ってもある程度の人数が必要である。      

教育長     1月開催予定の定例会議で、学校の将来構想について検討する予定であるのでよろ

しくお願いしたい。 

              

（２）各課長報告   

（説明者：教育総務課長、生涯学習課長） 

４月の行事予定を説明申し上げる。別紙資料である。 

   

１１ 次回教育委員会の開催日程について 

舟山委員長  次回の定例会は、平成 28年 5月 26日（木）午後 2時から開会する。 

        

１２ 閉会宣言  午後 3時 2分     

 

平成 28年 5月 26日 

      署名委員 

 

      署名委員 


